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Ⅰ今月はサメビタキ属の鳥紹介

①10月枚方淀川探鳥会でサメビタキ属の３種観察 先月の探鳥会では、見たいと資料に入れた草原の鳥のノビ

タキは観察できなかったが、樹林のサメビタキ属3種(コサメビタキ6羽、エゾビタキ12羽・サメビタキ2羽）が観察できた。中でもサメビタキ

はP2観察リストからわかるように最近12年間で１回しか観察していなかった稀な鳥、エゾビタキも８回と観察記録の少ない鳥であった。こ

のサメビタキ属３種は、探鳥会コースの樹林伐採がされたことで、ここ５年～10年間は観察できなくなると思われる種であり、貴重な記録

となった。

③コサメビタキ・サメビタキ日本の繁殖地 (全国鳥類繁殖分布調査結果：鳥類繁殖分布調査会）

サメビタキ属３種主繁殖地

はロシア東部・樺太などで

あるが、日本国内でも繁殖

しているコサメビタキ・サメ

ビタキについて国内での

繁殖状況を比較した。

コサメビタキはほぼ全国に

繁殖しており、2010年代は

1990年 代に比し増加して

いる。

サメビタキは繁殖記録があるものの、国内の繁殖地は非常に少ない。 従って春・秋渡りの季節に観察できる個体の大部分は主繁殖地

であるロシア東部・樺太・カムチャッカなどで生まれたと推定される。

エゾビタキは、春・秋の渡りの季節に国内を通過する旅鳥である。

②大阪府のサメビタキ３種
サメビタキ属3種の大阪府での秋の

渡りの観察記録を並べてみた。

コサメビタキはほぼ全メッシュで確認、

エゾビタキはコサメビタキより数メッ

シュ少ないのみ、サメビタキも思いの

ほか記録メッシュが多かった。

コサメビタキ・エゾビタキは公園や樹

林での観察時の個体数が複数羽の

ことが多いのに対し、サメビタキは１

羽のことが多いので、この図から受

けるよりずっと少ない。

尚、３種のうち大阪府内で繁殖して

いるのはコサメビタキのみである。

サメビタキ (20241006)西脇淳浩氏 エゾビタキ
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Ⅱ 探鳥会観察チェックリスト
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Ⅲ 次回は12月1日)
午前9時 ラポールひらかた前

今日と同じように 大阪支部HPからホームズ様式からお申し込みくだ

さい。

12月は冬鳥のカモ・カイツブリ、そして冬の小鳥が定住する季節。

「野鳥通りの樹林」が残っていた頃は50種越えていましたが、当面は40

種が目標になります。
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（写真 ⻄脇淳浩）Ⅳ 先月(10月6日)探鳥会報告

秋晴れの渡り鳥を期待される中、定員いっぱいの申し込みがあり、今月の鳥に選ばれたノビタキを観察することを目的にスター
トした。モズの高鳴きがあちこちで響き、ヒヨドリの群れが飛び交う秋らしい出だし。淀川の水面にはまだカモの姿はなく、カ
ワウもちらほら出る程度。⻘⼤⼩のサギを観察する。ワンド沿いの緑地に⼊るとあちこちでエゾビタキが愛らしい姿を⾒せてく
れた。
天の川では、セグロセキレイ、キセキレイ、イソシギ、コサギ、ホオジロを観察し、カワセミを⾒た人も。川岸の緑地にはシ
ジュウカラ、エナガ、メジロ、コゲラの混群に癒やされ、水を飲みに水辺に現れるメジロを観察した。
今年の冬に樹林を伐採されたエリアに⼊ると、オオブタクサをはじめとする草本はゆうに3mを超え、人の視界を塞いでしまった。
とはいえ上空が開けたおかげか南に渡る途中のコシアカツバメやツバメが飛び交う様子や、遠くにミサゴがダイビングする様子
を観察した。
しばらく歩き、刈残された⼩さな林にエゾビタキ、コサメビタキが自己主張し、カラ類混群が飛び交い、カワラヒワも現れた。
先程川面でダイビングしたと思われるミサゴやカワウの⼩群を観察した。
いつものコースを逸れ、堤防に登り、僅かに残された水田地帯と高水敷の草地にノビタキを探すも⾒つからない、しばらく堤防
を歩いて行くと、中学校のフェンスにいたのはサメビタキ。しばらく観察してタイムオーバー、堤防を引き返すが、途中でキジ
の姿を目撃した人も居た。猛禽やカモがあまり出なかったものの、秋らしい渡り鳥など36種の観察となった。

先月の資料に、一年前まで「野鳥通り」と呼ばれていた樹林は、オオタカの森を残

して伐採されたことを写真を示した。

たまたま、Googleマップを見たところ、伐採されたオオタカの森①が残されている

新しい空中写真に変わっていました。

今年はその南側の黒田川・天野川に挟まれた樹林②が伐採される計画であるこ

とを発表されています。

先月の資料に書きましたが、「最近、50年に一度、100年に一度」といわれるような

水害があちこちで頻発しています。最近も能登半島の水害があったが、河川敷お

よび周辺の樹木が流されて下流の橋桁に引っかかっている光景を見られたかと

思います。河川周辺の人々の安全な生活を守るために、河川敷内の樹木伐採は

やむを得ないと思っています。

ミサゴ
メジロ

①

②

Ⅳ 野鳥通り樹木伐採がgoogleマップに

←↑ ②天野川・黒田川間の樹林

天野川・黒田川間 淀川沿いの樹林（20230903）
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